
山梨県農業共済組合

　後期除草剤：初期剤～中期剤による防除後の残草に対して使用する剤

１.除草剤の分類

（１）剤型による分類

　除草剤の剤型によって、粒剤、乳剤、液剤、フロアブル剤、ジャンボ剤、豆つぶ剤に分類される。

水田の雑草防除について

（２）処理時期による分類（図１参照）

　初期除草剤：代かき直後～田植７日前まで、もしくは田植直後～ノビエ１葉期までに使用する剤

　初期一発剤：移植直後からノビエ１．５～２葉期までに使用する剤

　初中期一発剤：移植直後からノビエ２．５～３葉期までに使用する剤

　中期除草剤：初期剤等による防除後の後発雑草に対して移植後２０～２５日に使用する剤

２.除草剤の選定

（１）優占草種の把握

　耕作している水田の主な草種は何であるのか確認する。例えば、ノビエを中心とした１年生雑草である

のか。または、クログワイ、オモダカ等の多年生雑草が多いのか確認する。

（２）適正な除草剤の選定（図２及び表1参照）

・　優占草種が把握出来たら、図２の設問から処理体系を選択する。体系に記載された除草剤の分類の中

から表１により草種に効果が高い除草剤を選ぶ。

・　薬剤を選択したら処理時期と効果、作業性等をみて、体系処理か一回処理か、さらに粒剤、フロアブ

・　優占雑草が１年草の場合には初期剤または初期一発剤もしくは初・中期一発剤のいずれかを１回散布

し、取りこぼしがあった場合は中期剤または後期剤を追加散布して除草する。

・　優占雑草が１年草と多年草が混在する場合は、初・中期一発剤と中期剤、後期剤を組み合わせた体系

防除を行う。

３.除草剤の効果的な使い方

・　代掻きを丁寧に行い、凹凸をなくすとともに漏水防止に努め、田面が水面に露出しないようにする。

　散布した除草剤は、田面水に溶けてから、数日かけてゆっくりと土壌表面に落ち、除草剤の処理層を作

ります。この処理層に雑草が触れると除草効果が発揮されます。（図３参照）

　除草剤の効果を上げるポイントは、①除草剤を圃場全体に広げ、②均一な処理層を作り、③この処理層

を壊さないことです。

（１）薬剤を圃場全体に広げるには

・　アオミドロやウキクサなどが多い場合は、薬剤が全体に広がりにくくなるので、予めモゲトンなどで

駆除すること。

（２）均一な処理層を作るには

・　水口、水尻をしっかり止め、湛水状態（水深：粒剤・フロアブル剤は３～５㎝、ジャンボ剤・豆つぶ

剤は５～６㎝）を、少なくとも３～４日間（可能なら７日間）は保つこと。



・　散布後は、なるべく水田内に入らないこと。

（３）処理層を壊さないためには

・　薬剤散布後７日間は、落水やかけ流しはしないこと。

　気温が低いと効果が出るまでに日数を要するので、１１月上旬までに散布すること。

（４）アオミドロなどの藻類やウキクサ類が発生した場合

　藻類やウキクサ類の発生初めから発生盛期にモゲトン粒剤を１０a当り２～３㎏散布する

　残効期間が短いので、２週間間隔で２回使う。使用する場合は、収穫４５日前までを厳守する。

　モゲトンを使用しない場合は、中干しを７日程度すると乾燥枯死する。

（５）難防除多年性雑草が残っている場合

　クログワイやオモダカ、シズイなどの除草が困難な多年性雑草が残っている場合は、稲刈り後にグリホ

サート剤（ラウンドアップマックスロードまたはタッチダウンｉＱ）５００～１０００mlを1０a 当り５０

～１００ℓの水に希釈して雑草の茎葉に散布する。

（図３）初期剤や一発処理剤が雑草に効くまで
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移植水稲用除草剤の分類と施用時期（図１）
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①：初期除草剤　代かき直後～田植え7日前まで、もしくは田植え直後～ノビエ1葉期までに使用する剤。

②：初期一発剤　移植直後からノビエ1.5～2葉期（移植後30日）までに使用する剤。

③：初・中期一発剤　移植直後からノビエ2.5～3葉期（移植後30日）までに使用する剤。

④：中期除草剤　初期剤等による防除後の後発雑草に対して移植後20～25日に使用する剤。

⑤：後期除草剤　初期剤～中期剤による防除後の残草に対して使用する剤。

移植水稲用除草剤の使用体系（図２）

       ※初期・中期の防除が不十分で残草が著しい場合には後期除草剤を使用する

      2) 多年生雑草：ウリカワ、ホタルイ類、ミズガヤツリ等

※令和３年度病害虫防除基準・農薬適正使用指針（山梨県）から引用

施用時期

           藻類・表層はく離やウキクサが多発する場合はモゲトン粒剤を使用する

      1) 一年生雑草：ノビエ類、一年生広葉、カヤツリグサ科

      3) 難防除多年生雑草：クログワイ、オモダカ、シズイ等
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藻類

剤　　　名 ノビエ コナギ カヤツリグサ その他広葉 ホタルイ ヒルムシロ クログワイ オモダカ セリ アオミドロ

デルカット乳剤 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ユニハーブフロアブル 〇 〇 〇 〇 〇 〇

エリジャン乳剤 〇 〇 〇 〇 〇 〇

シング乳剤 〇 〇 〇 〇 〇

サキドリEW 〇 〇 〇 〇 〇発生始 〇発生前

ユートピア粒剤15 〇1.5葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生期 〇発生前 〇再生始 〇発生前

イノーバDX1キロ粒剤51 〇2葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生期 〇発生始 〇発生始 〇再生始 〇発生前

ミスターホームランLジャンボ 〇2葉期 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

サスケラジカルジャンボ 〇2葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生期 〇発生前 〇発生前 〇再生始 〇発生前

パワーウルフ１キロ粒剤51 〇2.5葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生期 〇発生始 〇発生始 〇再生始 〇発生前

シリウスエグザ１キロ粒剤 〇2.5葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生期 〇発生始 〇発生始 〇再生始 〇発生前

シリウスエグザジャンボ 〇2.5葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生期 〇発生始 〇発生始 〇再生始 〇発生前

トップガンLフロアブル 〇2.5葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生期 〇発生始 〇発生始 〇再生始 〇発生前

銀河１キロ粒剤 〇3葉期 〇 〇 〇 〇3葉期 〇発生期 〇30㎝以下 〇矢尻3葉期 〇再生始

月光１キロ粒剤 〇3葉期 〇 〇 〇 〇3葉期 〇発生期 〇発生始 〇発生始 〇再生始

イネキングフロアブル 〇2.5葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生期 〇発生始 〇発生始

クサトリーDXジャンボL 〇2.5葉期 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ナギナタ豆つぶ250 〇2.5葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生期 〇発生始 〇発生始 〇再生始 〇発生前

エーワンジャンボ 〇3葉期 〇 〇 〇 〇3葉期 〇発生期 〇発生始 〇発生始 〇再生始

ポッシブルジャンボ 〇3葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生期 〇発生始 〇発生始 〇再生始

カチボシ１キロ粒剤51 〇2.5葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生期 〇発生始 〇発生始 〇再生始 〇発生前

イノーバDXアップ１キロ粒剤51 〇2.5葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生期 〇発生始 〇発生始 〇再生始 〇発生前

ゴーサイン粒剤 〇2.5葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生期 〇再生始 〇発生前

天空１キロ粒剤 〇3葉期 〇 〇 〇 〇3葉期 〇発生期 〇10㎝以下 〇ヘラ葉期 〇再生始 〇発生前

ジャイロ１キロ粒剤 〇2.5葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生期 〇発生始

カウンシルエナジー１キロ粒剤 〇3.5葉期 〇 〇 〇 〇3葉期 〇発生期 〇発生始 〇発生始 〇再生始

エンペラー１キロ粒剤 〇3葉期 〇 〇 〇 〇3葉期 〇発生期 〇発生前 〇発生始 〇再生期 〇発生盛期

エンペラージャンボ 〇3葉期 〇 〇 〇 〇3葉期 〇発生期 〇発生始 〇発生始 〇再生期 〇発生前

主な水田除草剤と登録対象草種（表１）
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藻類

剤　　　名 ノビエ コナギ カヤツリグサ その他広葉 ホタルイ ヒルムシロ クログワイ オモダカ セリ アオミドロ

主な水田除草剤と登録対象草種（表１）

一年生雑草 多年性雑草

クリンチャー１キロ粒剤 〇5葉期

ザーベックスSM粒剤 〇2葉期 〇 〇 〇 〇2葉期 〇発生始 〇矢尻2葉期

アトトリ１キロ粒剤 〇4葉期 〇発生期 〇30㎝以下 〇矢尻3葉期 〇再生期

マメットSM粒剤 〇3.5葉期 〇 〇 〇 〇5葉期 〇10㎝以下 〇矢尻5葉期 〇発生期

ハイカット１キロ粒剤 〇3.5葉期 〇 〇 〇 〇4葉期 〇発生期 〇30㎝以下 〇矢尻3葉期 〇再生始 〇発生始

レブラス１キロ粒剤 〇4葉期 〇 〇 〇 〇花径10㎝ 〇生育期 〇30㎝以下 〇矢尻3葉期 〇再生期

ゲパート１キロ粒剤 〇4葉期 〇 〇 〇 〇花径10㎝ 〇生育期 〇30㎝以下 〇矢尻3葉期 〇再生期

アトカラSジャンボMX 〇3.5葉期 〇 〇 〇 〇10㎝以下 〇発生盛期 〇20㎝以下 〇矢尻3葉期 〇再生期

クリンチャーバスME液剤 〇5葉期 〇 〇 〇 〇増殖中期 〇20㎝以下 〇15㎝以下 〇増殖盛期

バサグラン粒剤 〇 〇 〇 〇増殖中期 〇15㎝以下 〇発生揃期

バサグラン液剤 〇 〇 〇 〇増殖中期 〇30㎝以下 〇増殖初期

ヒエクリーンバサグラン粒剤 〇4葉期 〇 〇 〇 〇4葉期 〇15㎝以下 〇矢尻葉抽出期

グラスジンMナトリウム粒剤 〇 〇 〇 〇幼穂形成期前

この表は、山梨県発行の「令和３年度病害虫防除基準・農薬適正使用指針」に掲載されている除草剤で、現在県内で流通している除草剤を掲載しました。

（表の見方）〇はそれぞれの剤に有効な草種。ノビエ、ホタルイの葉期は処理晩限葉齢。他の草種の説明はそれぞれの処理晩限を示す。

除草剤を使用するにあたっては、使用量、使用時期、使用回数、使用方法、注意事項等を守って適正に使用してください。
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